
令和３年度

小学校算数科 授業づくり研修会

全国学力・学習状況調査の目的

• 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の
観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状
況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を
検証し，その改善を図る。

• 学校における児童生徒への教育指導の充実や
学習状況の改善等に役立てる。

• そのような取組を通じて，教育に関する継続
的な検証改善サイクルを確立する。



令和３年度全国学力・学習状況調査より

全国比 （前回）
数と計算 ＋１.２

図形 ＋１.４

測定 ＋１.０

変化と関係 －０.４

データの活用 －１.９

－０.２ －１.６

数と計算 －２.０

量と測定 －１.７

図形 －１.４

数量関係 －２.７

領域別

全体

令和３年度全国学力・学習状況調査より

全国比 （前回）
知識・技能 ＋０.２

思考・判断・表現 －０.４

数学的な考え方－１.２

技能 －３.７

知識・理解 ±０

観点別

全国比 （前回）
選択式 －１.６ －１.３

短答式 ＋０.８ －２.６

記述式 ＋１.０ －１.２

形式別



令和３年度全国学力・学習状況調査

正答率６６.８％ 正答率８４.１％



正答率６６.８％

式の意味を伝え合う場

正答率５４.８％



正答率８７.６％正答率８９.８％



正答率６０.６％

正答率７０.８％



底辺と高さの関係を
説明する場

量の保存性や量の加法性といった
基本的な性質について確認する場



正答率４６.６％

正答率９５.８％



正答率９０.９％

正答率６２.３％ 調べたいことを二次元の表に表し，
二次元の表のよさを感得する場



正答率４９.７％

データの特徴を数を用いて
根拠を示しながら伝え合う場

正答率７１.６％ 集めるべきデータを話し合う場





正答率８１.５％

正答率５６.０％



図などに表す場

正答率５２.８％





１

２

３

４

関連した既習内容を使って考える

どのような見方・考え方を使って
問題を解決したのか

・経験したことがない問題→
関連した既習内容は児童から

・焦点化した問題

授業の構成

「努力を要する」状況と考えられ
る児童の学習状況を確認

適用問題「努力を要する」状況と
考えられる児童の学習状況を確認

・新しい問題に出合う→関連する
既習内容は児童から
・焦点化した問題

授業の構成

教師が，
「児童が自分で新しい内容
と既習の内容をつなぐ」
ような授業を構成する。

※教師がつなぐのではなく
児童がつなぐ。

算数・数学の特性
既習の性質や関係を使っ

て思考・判断・表現し解決
をする。

１

２

３

４



言語活動 言語活動
言語活動

言語活動

言語活動言語活動

課題
意味を

理解せず

覚える

意味を理解
していない
から活用で
きない

新しい課題
の解決方法
を理解でき
ない



改善するには

意味を

考える

意味を理解
しているから
活用できる

新しい課題の
解決方法を
理解できる

児童によって見方が違う

→児童のつまずきを事前に把握

→教師は，あえて問い掛ける
◎意味を問う
◎根拠を問う
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